
《利益》

《2010年度通期の見通し》

《単体》 （単位：百万円）
2009年度 2010年度 増減

上期　(a) 下期 年間 上期　(b) (b-a)
売 上 高 25,236 27,247 52,483 28,084 2,848
経 常 利 益 △930 461 △469 147 1,077
特 別 損 益 △37 △354 △391 2,197 2,234
当期純利益 △533 73 △460 1,360 1,893

《連結》 （単位：百万円）
2009年度 2010年度 増減

上期　(a) 下期 年間 上期　(b) (b-a)
売 上 高 28,201 30,588 58,789 31,285 3,084
経 常 利 益 △944 442 △ 502 325 1,269
特 別 損 益 △44 △353 △397 2,195 2,239
当期純利益 △584 53 △531 1,484 2,068

連結対象会社：
ＪＦＥ鋼板総合サービス、北長金日米建材、ＪＦＥ機材フォーミング、
レヂノルーフテック、ＪＦＥ日建板、ＪＦＥ西部薄板建材（持分法適用）
ＪＦＥ商事薄板建材（持分法適用）

以上

ＪＦＥ鋼板株式会社
2010年11月25日

《売上高》

2010年度上期業績について

　　景気は依然として低迷が続いており、下期の経営環境は一段と厳しさを増して、原材料価
格、商品市況の先行きは不透明な状況ですが、収益改善努力を継続して通期で黒字を目指
します。
　

　　当上期は、単体では松戸製造所の閉鎖と京浜製造所への生産集約、本社移転による業
務効率化と資産の有効活用、様々な新商品の開発と販売、全社的なコスト削減など収益改
善のための諸施策を進めました。更に子会社の北長金日米建材は徹底した収益改善努力
により増益となり、ＪＦＥ鋼板総合サービスは自動車関連商品の販売数量増により増益となり
ました。これらにより連結経常利益は昨年上期の赤字から3億25百万円の利益に転じまし
た。
　　しかし対昨年下期比では、製品販価の改善が原材料価格の値上げを下回り減益となりま
した。
　　特別損益には、旧本社ビルの売却益等 21億95百万円の利益を計上しましたので、税引
後の連結当期純利益は14億84百万円となりました。

　　当社の主な販売先である建材関係の需要は、2008年の金融危機以降大幅に減少し、平
年（06年度）比 6割程度のレベルで推移してきました。当社の当上期の鋼板販売数量は、お
客様のご要望に迅速に応える態勢の強化や新品種の投入等の効果で昨年上期より増加
し、連結売上高は312億85百万円（昨年上期比11％増）となりました。

当社の2010年度上期（2010年4月1日～2010年9月30日）の業績内容について、お知らせいた
します。
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